
学習内容の説明（20分）

問題演習（20分）

振り返り（10分）

 

数学科の事例（２年） － 単元名「連立方程式」 

① 授業の流れと留意事項              ＜２年数学の授業指導案＞ 

 

 

(1) 板書やノートもなく時間の効率化を図り、問     

題演習の時間を確保する。 

・授業が始まる前に、各自でプリント（授業・練習   

プリント）をとり、リフレクションカードも返却  

しておく。 

・号令が終わると同時に、授業スタート、本時の目 

標、流れを理解させる。 

・時間の効率化には、パワーポイントの利用が有効。 

・この説明では、全員が分かる必要はないと思って 

良い。 

 

 

(1) 質問、立ち歩き自由で問題演習に取り組む。 

(2) 仲間と一緒に学び、対話を通してお互いの力 

を発揮し協力して学ぶ。 

・練習プリントの作成時に、問題の構成（基本→標  

準→発展）に留意する。 

・この場面の最初に必ず何時何分までを明らかにし  

ておく。 

・集中して取り組めているかアンテナをはると同時に、

雰囲気を作るための全体への声かけをしていく。 

 

 

(1) 小テストに取り組む。全員が満点をとること  

が目標！ 

(2) リフレクションカードを記入する。目標をもとに振り返る。 

・小テストの出来を把握し、その時間内の声かけの材料にする。 

・リフレションカードで、その授業についての生徒の思いを把握し、次

の授業につなげる。また、意見を全体に紹介することもできる。 
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